
総会 第一号議案

２０２４報告 と ２０２５計画
（事業計画 法定安全教育計画）

２０２５年３月２６日
⻄尾労働基準協会
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R5・2023年４⽉〜R10・2028年3⽉
の５ヶ年計画
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①

①自律的安全管理のベースとなるリスクアセスメントの普及促進
②⾃律的安全管理の義務化 化学物質より その実施目標 ８０％以上

②
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愛知労働局

⻄尾 平坂 米津 福地 東部 寺津

厚生労働省

⻄尾労働基準協会

部会
総務（労務）
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分会⻑
事務局

法律 ◇知る 会報（HP） 説明会/セミナー
◇学ぶ 講習会開催
◇共同 難しい課題には一社単独を避け 共同活動
重点 〜２０２２年 労務 働き方改革 義務化

２０２３年〜 安全衛生 自律的安全管理 ベースがリスクアセスメント

義務化は 化学物質より

化学物質
事例作成に
協力頂き
ました
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２０１９年以降 西尾は下記施策で展開

Ａ 毎年 考え方が
復習できる場づくり

◇愛知労働局濵田氏
特別講演

◇コアチーム結成で
事例作成／紹介

Ｂ 伝える法定教育の整備
“安全管理者選任時研修”他

C 監督署長、会長参画
コミュニケーションを
図る場づくり
“危険源調査相互確認会”

西尾

『作業』『危険源』『マネジメント』で
関係者と一緒に大きな災害を減少できた体験

各地区 各企業で
語り継ぐ教育に織り込む必要あり

⻄尾労働基準協会作成
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参加のご案内
参加無料

日時 令和６年６⽉１４日(⾦)1３︓３0〜1６︓０0

主催︓愛知労働基準協会
⻄尾労働基準協会

共催︓建設業労働災害防⽌協会⻄尾分
会
岡崎労働基準監督署⻄尾⽀署

会場 ⻄尾駅前コンベンションホール Aホール
定員 １２０名
募集 令和６年４⽉１日〜６⽉４日
■プログラム
あいさつ 安全部会 部会長

岡崎労働基準監督署西尾支署 署長

第一部 リスクアセスメントセミナー １３：３０－１５：３０

自律的 基本はリスクアセスメント その考え方の復習１0分 監督署

義務化 義務化を機に何が起こるか 何に注意すべきか 安全衛生コンサルタント

例）化学物質の説明を怠ると訴えの対象 ７０分 加藤善士 旧西尾署長

拡大 危険源と作業の関わりを調べてマネジメントで
説明できるよう 全分野で最初から同じまとめ 西尾労働基準協会

化学物質 危険源から整理の火災防止事例できました ４0分

第二部 全国安全週間説明会 西尾 1５：４０ー１６：００ 監督署

各位 QRコード改訂
版

労働局・労働基準監督署説明会愛知労働局 検 索

■参加申込方法 ２つの申し込み方法を設定しております

“法律の大きな変化を知って対処を共有化”をテーマに実施します
安衛法の大きな分岐点といわれる変化とは
◇自律的 自律的安全管理が、化学物質から義務化され他に拡大
◇義務化 化学物質に強い人づくりで健康疾病をなくすのが趣旨

化学記号がつく物質を取り扱う事業場は全ての事業場が
対象で、取扱量、社内外使用、会社規模での例外規定なし

1。愛知労働基準協会
WEB

２。厚生労働省WEB(改訂)

愛知労働基準協会
受付サイト

説明会申込URL
https://www.roudoukyoku-setsumeikai.mhlw.go.jp/briefings/MjcwOA==

2024年 6月
◇自律的安全管理
◇義務化 訴えに対する備えを

https://www.roudoukyoku-setsumeikai.mhlw.go.jp/briefings/MjcwOA==
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未回答 できない 少しは 理解できた とても

新しい化学物質管理 鋳造業界 情報交換会
主催⻄尾市鋳物⼯業協同組合 後援岡崎労働基準監督署⻄尾⽀署、⻄尾労働基準協会

日時 2024年7月10日㈬
事例協⼒ アイシン高丘
参加者 ４0名

ポイント

実施

実施風景とご紹介した事例 実施後アンケート

◆まず全体網羅 内容を知らずに
 使っているものを追跡調査
◆そして、分かったら、ばく露管理

この順番が⼤切

高まった事例で理解は
高まったか
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15

1 2 3 4 5
高温を扱う業界ゆえ

高温で二次生成される
⾒えない物質も

しっかり特定し、対処する

事例を活⽤
できるか

できる

未受講
教育

受講済浦本⽀署⻑

講演 ⼤森課⻑

       新しい化学物質管理 実施へのキッカケづくりとして
 ◆高熱で変化したら リスク高︖ “そりゃ調べんといかん” この法律の⼤切さ
 ◆着⼿し易さ どれが化学物質︖ではなく 同じものは︖ 保有リストが有効

保有化学物質リストが有効
特に 既に受講されている会員
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“実施の年”向けにCD作成
配布は2025.4ー2026.3

〜難しい課題には一社単独ではなく共同で〜

５つの事例
①この法律はやっぱり大切だと思って頂ける事例

アイシン高丘
②実施率を高めるための切削加工編

デンソー善明工場
③都度危険源が異なる業種編

④えっ うちも対象？！洗浄清掃編
⻄尾市⺠病院

⑤同じ考え方で整理できます 火災防止編
スペック

協力頂いた会員に感謝します



9

国の推奨教材は
ばく露推定値がでる
クリエイトシンプル

参考 化学物質
現在の最終フォーム

化学物質も『危険源』『作業』『マネジメント』型
ただ 一点一葉



推奨



参考 ⻄尾の 法定・安全管理者選任時教育 目次

第１章 安全管理

１．企業経営と安全

２．安全管理者の役割と職務

３．総合的安全管理の進め方

４．KY ヒヤリハット パトロール

５．労働災害の原因調査と再発防止対策

第２章 危険性又は有害性等の調査 及び

その結果に基づき講ずる処置等

１．労働安全衛生マネジメントシステム

２．RAの基本と実施方法

３．RAに基づく機械設備の安全化

４．RAに基づく化学物質管理

第３章 安全教育

１．安全教育の実施計画の作成

２．安全教育の方法

３．作業標準・作業手順書の作成と周知

第４章 関連法令

１．労働安全衛生法の概要

２．労働者派遣法の概要

３．主要関連法令一覧

第１章 安全管理 9:30～12:00 

１．企業経営と安全

２．安全管理体制

３．安全管理者の職務

昼食12:00～1３:00

第２章 リスクアセスメント 愛知労働局の方針

１．考え方 災害プロセス 13:00～14:00

２．調査：作業の洗い出し

３．調査：危険源の特定

４．想定 災害要因の想定

５．層別：アセスメント

【ＧＳ】“貴社にあったマネジメントシステム” 14:00～15:30

６．西尾モデル1/3 考え方、化学物質事例 15::30〜17:30

７．2/3行政 3/3 全分野STOP６事例 17:30〜18:30

第３章 関連法令 18:３0～19:３0

体系 安全衛生法 他

終了 20:00

【本テキスト】各章が独立 【西尾】方針を基軸に他章を関連付けＲＡ
ＲＡ

体制 職務

再発防止

未然防止

◆内容は変えずに 方針に沿って統合 ４章⇒３章 事例を多⽤
◆化学物質事例織り込み CD配布開始
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法定安全教育では
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内訳全
事業所

他
業種

他
製造

もの
づく
り隊

０１３４１７300名
以上

０２３１
３

３６100名
以上

２５８１
１

４４５０
名以
上

４４
３

１２２
１

４８
０

〜４
９名

９ー非会
員

ほ
ん
も
の
づ
く
り
隊

300名以上17社

５０名以上 44社
（安全管理者）

～４９名 480社

コア
チーム

100名以上 36社

30～100名製造
で災害多発

◇“危なさと向き合おう”

協業で活動を展開した事業場

製造業

⻄尾から⼤きな災害を出さない
ほんものづくり隊の全事業所に訪問（⻄尾市役所了解済）

⻄尾労働基準協会作成
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安全相互確認会 危険源をご存じですか

①“自ら 危険源と作業の関りを調べて自らマネジメント”をテーマに実施
＊２０２３年から これが自律的安全管理
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２０２３

２１社



２０２４

自律的安全管
理が化学物質
からスタート

化学物質を
テーマ

６社



分会にて配布

義務は
•選任し
•社内への公示

掲示ください



国の第１４次防止を受けた
⻄尾労働基準協会 安全衛生５ヶ年計画

①自律的安全管理のベース
リスクアセスメント普及

②化学物質実施事業場目標
〜２０２７年８０％

⻄尾 公表事業場数

80％

会員は100％実施
難しい課題への
早期対応には

一社単独を避けて
共同活動で推進

会員
⻄尾はモデル完成済み 本当にありがとうございました

西尾はモデルと組織で全会員・全産業展開

⻄尾２％
フラグシップ
の役割を果たす
意気込みで 30

万

⻄尾の企業は
安全の考え方が
しっかりしている
だから大きな災害が出ない
…を目指して

成果の
評価

分会主催

協会主催

行 政

R5 ２０２３ R6 ２０２４ R7 ２０２５ R8 ２０２６ R9 ２０２７

通達・指針 労働局、労基署経由で 強力に推進

2023年2月24日
⻄尾労働基準協会

RAセミナー

安全法定教育

ボード
配布

強調
月間
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6月11日
化学物質事例

多用の
RAセミナー

化学物質
全事業場“義務”

２０２４は 周知の年とし ５つの施策を実施 計画通り

2024は周知 2025は実施

安全相互確認会 安全相互確認会

継続した周知活動

RAセミナー

法定安全教育

⻄尾モデルⅡ
化学物質CD

⻄尾モデルⅠ
CD配布

14次防



西尾から大きな災害を出さない
発生件数推移

対象：⻄尾の発注者、被災者
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2019～危なさと
向き合おうin愛知

死亡災害2024もゼロで ４年間ゼロ継続
西尾は まさに未然防止・自律的安全管理のステージ

忘れてはいけない過去
死亡災害Avg３件/年 Max13件

2021-202４皆様の努力で初の４年間ゼロ

休業

死亡

2022～
安全経営愛知

2023『西尾モデル』

件
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6月11日
化学物質
事例多用
RAセミ
ナー

国の第１４次防止を受けた
⻄尾労働基準協会 安全衛生５ヶ年計画

⻄尾 公表事業場数

80％

会員は100％実施
難しい課題への
早期対応には

一社単独を避けて
共同活動で推進

会員
⻄尾はモデル完成済み 本当にありがとうございました

西尾はモデルと組織で全会員・全産業展開

⻄尾２％
フラグシップ
の役割を果たす
意気込みで 30

万

⻄尾の企業は
安全の考え方が
しっかりしている
だから大きな災害が出ない
…を目指して

成果の
評価

分会主催

協会主催

行 政

R5 ２０２３ R6 ２０２４ R7 ２０２５ R8 ２０２６ R9 ２０２７

通達・指針 労働局、労基署経由で 強力に推進

2023年2月24日
⻄尾労働基準協会

RAセミナー

ボード
配布

強調
月間
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化学物質
全事業場“義務”

6月11日 9月17日 会員/非会員問わず 経営者に参加頂きたい
特に第三次産業 参加くださいとの声掛けにご協力願います

2024は周知 2025は実施 化学物質を形に 2026は 化学物質から
全体に戻る

安全相互確認会 安全相互確認会

RAセミナー

法定安全教育

⻄尾モデルⅡ
化学物質CD

⻄尾モデルⅠ
CD配布 法定安全教育

⻄尾モデルⅢ予定 全分野

①自律的安全管理のベース
リスクアセスメント普及

②化学物質実施事業場目標
〜２０２７年８０％

14次防

仮９月17日
リスクアセ
スメントは

俯瞰

経営者 参加の声掛け



参加のご案内
参加無料

日時 令和７年６⽉１１日(水) 13:30ー16:15（受付開始︓13︓０0）

主催︓ ⻄尾労働基準協会
後援︓愛知労働基準協会
共催︓岡崎労働基準監督署⻄尾⽀署

会場 にししん⽂化会館（⻄尾市⽂化会館）⼩ホール
定員 ２００名
募集 令和７年４⽉１日〜６⽉４日
■プログラム
あいさつ 安全部会 部会長

岡崎労働基準監督署西尾支署 支署長
第一部 リスクアセスメントセミナー 13:30ー15:30 西尾労働基準協会
第二部 全国安全週間説明会 西尾 15:40ー16:10 監督署

※説明資料は、１週間前６月４日西尾協会HPに載せます 当日配布はありません

各位

労働局・労働基準監督署説明会愛知労働局 検 索

■参加申込方法 ２つの申し込み方法を設定しております
1。愛知労働基準協会WEB ２。厚生労働省WEB

愛知労働基準協会
受付サイト

説明会申込URL
https://www.roudoukyoku-
setsumeikai.mhlw.go.jp/briefings/MjcwOA==

6月１１日
◆自律的安全管理

範囲拡大を見据えると 将来、
見直し等のロスを発生させない
ためにも、全分野を最初から同じ
考え方で記録することを推奨

〜危険源と作業の関りを調べてマネジメント〜

◆義務化となった化学物質管理
進めていく上でのポイントを
事例でご紹介

できれば まだ知らない事業場に
是非 聞いて頂きたいために
周知協力をお願いします

自律的安全管理の義務化が 化学物質から２０２３年にスタートし
第３次産業の皆様も含めた全産業が対象となりました
その“新しい化学物質管理”の事例を多用したセミナーを実施します
構成は次の２点

◆化学物質も全体の中の１つ 自律的安全管理の範囲拡大を

見据えると 将来、見直し等のロスを発生させないために
全分野を最初から同じ考え方で記録することを推奨
〜その考え方は 危険源と作業の関りを調べてマネジメント〜

◆化学物質管理を進めていく上でのポイントを事例でご紹介
対象は 第３次産業の皆様も含めた全産業、経営者/運営責任者

非会員の会社、市外の会社も来てください
第二部では安全週間説明会（西尾会場）を実施し最新法令を説明します

https://www.roudoukyoku-


2025.3.10濵田氏よりフォロー

俯瞰 高所から下方を見渡す
広い視野で物事を捉える

経営ツールであり必要なのは
経営者の賛同

◆全体を把握してる

◆リスクで診てる

従業員の
安全が数字
でわかる

◆課題認識に結びつけることができる!!

RAを通じPQCDSMEはひとつにできる

安
全

品
質

環
境

生
産
性

パ
ワ
ハ
ラ

健
康

火
災
爆
発

他

◆化学物質も全体の中の１つ!!

リスクアセスメント権威 濵田氏を講師に
仮 9月17日セミナーは “全体を把握 そして発展への基盤づくり”



安全経営あいち リスクアセスメントを通じPQCDSMEはひとつにできる
化学物質も全体の中のひとつ

はじめに 全体
化学物質
全分野STOP6

23

2/2

来期２０２６重点
“全体に戻る”に関する事例も作成予定 まず安全で



<2> 電気による危険源 <3> 熱による危険源

<6> 騒音による危険源 <7> 振動による危険源 <8> 放射線による危険源

<9> 物質による危険源 <10> 身体的負担による危険源
<11> 表示なし、色を勝手

につかうことによる危険

？？？

<1> 動力運転による危険源

<5> 落下・転倒による危険源

<4> 墜落による危険源

機械の包括的安全指針 vs トヨタSTOP6

Ａ（Ａｃｔｕａｔｅｒ挟まれ）

Ｂ（Ｂｌｏｃｋ重量物）

Ｃ（Ｃａｒ車両）

Ｄ（Ｄｒｏｐ墜落）

Ｅ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃ電気） Ｆ（Ｆｉｒｅ熱）
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論理的 調べるのは 災害発生のシナリオに沿って

25

マネジ
メントリスト

数値判断表

歩行も作業
リスト

イーラーニング
バーチャル

１８の鉄則
マップ

評価

シンプル
たし算

2/2でお伝えしたいこと
最初から同じ考え方で全分野をまとめましょう

考え方は『危険源と作業の関りを調べて ウチはこうマネジメント』※青部分

では全分野を同じ考え方にすると どんなイメージになるかを診てください

⻄尾モデルの
ツール

社長

事例
Ⅲ



２０２５年〜化学物質管理者講習 西尾カリキュラム

法定テキスト

取り扱い事業場
向１日コース

一般

６H １H ２〜３H

セミナー

同上 法定テキスト西尾
事例
追加

事例提供会員の意向
〜協会より説明を受けて頂き

正しく活用ください〜

◇化学物質リストを
エクセルデータで提供

◇実施要領書系は
パワーポイントで提供

６．５H １H
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クリエイト
シンプル

RA
濵田氏

CD
配布
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２０２５
継続して

化学物質を
テーマ

６社






